
〇在宅医療等対応可能数Dを仮定でおいた場合

【使用するデータ】
（１）入院患者/入所者の医療区分

（単位：人） （単位：％）

区分 N（母数） 医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

介護療養型医療施設（病院）　 2256 80.5 13.7 5.9

介護療養型医療施設（診療所） 379 65.4 17.9 16.6

医療療養病棟（25：1） 1293 43.6 36.4 20

医療療養病棟（20：1） 2861 11.1 50.8 38.1

（２）県既存病床数 （３）県患者数
出典：医療機関名簿（H29.4.30） （単位：床） （単位：人）

区分 病床数 区分 患者数

介護療養病床 1614 介護療養病床 1,453

医療療養病床 11894 医療療養病床 10,705

合計 13508 合計 12,157

【計算】
①介護療養病床患者数（医療区分別）の推計
　国調査結果の母数に各区分の割合をかけて実人数を計算後、病院と診療所の患者数を合計し実割合を算出

区分 医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

国調査実割合（％） 78.3 14.3 7.4

県介護療養病床患者数（人） 1,137 208 107

②医療療養病床患者数（医療区分別）の推計
　国調査結果の母数に各区分の割合をかけて実人数を計算後、25：1と20：1の患者数を合計し実割合を算出

区分 医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

国調査実割合（％） 21.2 46.3 32.5

県医療療養病床患者数(人) 2,269 4,956 3,479

③医療区分１の療養病床患者数合計   　　
 (単位：人）

神奈川県患者数

介護療養病床 1,137

医療療養病床 2,269

合計 3,407

④医療区分１の70％　A　※ただし、地域差解消分は含まれない
（単位：人）

神奈川県患者数

介護療養病床 796

医療療養病床 1,589

合計 2,385

⑤介護療養病の全数Bを差引く　※ただし、医療療養病床転換見込み数Cはまだ不明のため差引なし
（単位：人）

A B

2385 1453

⑥在宅医療等対応可能数D（＝A－B（－C））を療養病床の二次医療圏別入院者数に応じて等比的に按分する

出典：国調査　平成25年度老人保健事業推進費等補助金
　　　　医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業（公益社団法人全日本病院協会）
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※今後、国から数字が示される予定だ
が、シミュレーションを行うために県独
自で仮試算 【H29.7.14現在】

※県既存病床

数に療養病床

利用率0.9をか
けて算出


